
̶̶グローバル企業の職場内のコ
ミュニケーションで、特に気をつけな
ければならない点はありますか。　
　「会社で働く」という点における“価
値観の違い”や“常識”が人によって
異なることをよく理解して、お互いの
意図を確認し合うことが重要でしょ
う。日本では「これくらい伝えれば分
かってくれるはず」と全てを言わなく
ても相手が理解してくれることを期
待していたり、自分の常識と相手の常
識が同じだと錯覚していたり、そのた
めに生じている誤解や問題が多く見
受けられます。

̶̶社員全員がいきいきと働く職場
になるために、個人が明日からでも始
められることはありますか。

　全社員がいきいきと働く職場は、組織としての理念や体制の構
築だけでなされるものではなく、そこで働く一人一人がつくり出す
ものです。また、コミュニケーション力は“場数を踏む”ことで向
上します。仕事における“正解”は一つではないことを念頭に、お
互いに「自分と違う価値観や視点を楽しんで生かす」という発想
を持って、より良い成果に向けて協力するための関わりを“意図
的”に増やしてみてはいかがでしょうか。

［プロフィール］

㈱リクルート、労働相談員を
経て、官公庁や大学、大手上
場企業からベンチャー企業ま
でを対象に、働きやすく、や
る気を引き出す職場を作る
ワークショップや研修の企画、
講師を担当している。カウン
セラーとして、これまで相談
にのった人数は 1万人。
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働きやすい職場づくり
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　私たちは「全社員パワーランチ※」を開
催しています。これは四半期に１回の頻度
でMCCAとMENA（ターボチャージャ事
業部）の共同で実施しているイベント。マ
ネージャー（課長）以上がランチもしくは
夕食をごちそうしたり、社員の仕事ぶりへ
の感謝の印に、マネージャーが自ら料理し
てもてなすこともあります。また、経営状況
などについてもランチミーティングの中で
共有するなど、重要なコミュニケーション
の場となっています。
　今後もこうしたイベントを通して、みん
なが働きやすい環境をつくり、シェアド
ファクトリーのMENAとも連携して、コ
ミュニケーションの活性化を図っていきた
いと思います。

※ パワーランチ：仕事の打ち合わせなどをしながら
　取るランチのこと

　1987年から20年以上にわたって、社員と
その家族が参加できる健康づくりイベント
「三菱長崎健康デー」を開催しています。社
員の安全と健康維持を目的に始められまし
た。「健康デー」には長縄跳びやムカデ競走
といった職場対抗種目もあるため、昼休み
や定時後に皆で一緒に息を合わせる練習を
重ねることで、準備の段階から各職場の盛
り上がりが見られます。また、年々参加者数
が増え、定例行事として各職場に定着してい
ます。本イベントをきっかけに長崎地区の一
体感醸成による士気向上を図り、「心と身体
の健康づくり」を長崎から全グループへ発信
していけたらと思います。
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有識者インタビュー
職場内コミュニケーションにおいて明日から始められる
心掛けなどを有識者にお聞きしました。
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